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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｃ   45/42     　　　　
   Ｃ０７Ｃ   49/67     　　　　
   Ｃ０７Ｃ   49/697    　　　　
   Ｃ０７Ｂ   61/00     ３００　

【手続補正書】
【提出日】令和2年8月13日(2020.8.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）で表される化合物を調製する方法であって、

【化１】

以下のステップを含み：
　ａ）アミノ化合物Ｈ２ＮＲの式（ＩＩ）で表される化合物への添加
【化２】

続いて式（ＩＩＩ）で表される化合物への環化
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【化３】

式中、波形の結合は隣り合う二重結合の不特定の配置を示し、
アミノ化合物Ｈ２ＮＲは、アルキルアミド、スルホンアミド、カルバメートからなる群か
ら選択され；
　ｂ）式（ＩＩＩ）で表される化合物の式（ＩＶ）で表される化合物への異性化；
【化４】

　ｃ）式（ＩＶ）で表される化合物の式（Ｉ）で表される化合物への加水分解；
式中、式（Ｉ）、（ＩＩ）、（ＩＩＩ）および／または（ＩＶ）で表される化合物におい
て、
　Ｒ１は、メチル、エチル、エテニル、直鎖、分枝または環状Ｃ３～１０アルキルまたは
アルケニル基、またはフェニル基を表し、それらは任意に置換されていてもよく；および
　Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５およびＲ６は、各々独立して水素原子、メチル、エチル、エテ
ニル、メトキシ、エトキシ、エテノキシ、直鎖、分枝または環状Ｃ３～１０アルキル、ア
ルケニルまたはアルコキシ基、ハロゲン原子またはフェニル基を表し、それらは任意に置
換されていてもよく、および
当該方法がワンポット手順で行われる、前記方法。
【請求項２】
　アミノ化合物Ｈ２ＮＲがアルキルアミドであり、Ｒが－（ＣＯ）Ｍｅまたは－（ＣＯ）
Ｅｔを表す、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　アミノ化合物Ｈ２ＮＲがスルホンアミドであり、Ｒが－ＳＯ２Ｍｅ、－ＳＯ２Ｅｔまた
は－ＳＯ２ＰｈＭｅを表す、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　アミノ化合物Ｈ２ＮＲがカルバメートであり、Ｒが－ＣＯ２Ｍｅまたは－ＣＯ２Ｅｔを
表す、請求項１に記載の方法。
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